












































































規格化が実現した。日本の国内規格「JIS T 8127 高視認性安
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被災した宮城県内の地域住民【18 歳～ 50 代までの男女 82
名（男性 4名，女性 78名）】を対象に調査を実施した。実験
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図8　反射材エキシビションに出展した学生作品
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